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1  は し め に

安定した稲作生産のためには的確な生育診断と精度の高

い生育予測技術が不可欠であるが,精度の高い診断,予測
技術であっても労力のかかる方法や複雑な方法では実用性

に乏しい。そこで,今回水稲の地上部を切除処理し,そ こ
から出てくる再生部分 (ひこばえ )によって簡易に水稲の

生育診断・予測をする方法について検討した。

2 試 験 方 法
(1)供試品種 : アキヒカリ
0)育苗方法 : 中苗散播ハウス畑方式 (100′ /箱 ,乾靭重)
18)栽植密度 : 30 3mX 136御 (242株 /″ ),1株 4本

植え

“

)試験区構成 :

1' 本田窒素施肥量 (″ /α )

① 04,② 08,③ 12

' 
日射量

① 遮光区 (51%遮光寒冷紗 ),② 無遮光
遮光処理期間は穂首分化湖処理開始時～穂揃期処理終了

時

“

)切除処理

1)切除処理
地際から20彿の部分を立毛のまま切除

" 
切除処理開始時期

① 穂首分化期,② 幼穂形成期,③ 穂揃期

" 
処理開始から再生量調査までの日数 (再生期間 )

① 5日 間, ② lo日 間

“

)調査項目 (再生量 )

①再生部乾物重 (ひ こばえの乾物重 ),80℃ 温風乾燥
② 再生部草丈 (ひこばえの長さ )

1区 5株調査, 2反復

3試 験 結 果
(1)再生量

昭和59年,60年の各処理時期の施肥量, 日照条件別の再
生乾物重を表 1に ,再生部草丈を表 2に示した。

表 1 処理時期,施肥量,日照条件と再生部乾物重

処理時期 , 施肥量,日 照条件 と再生部草丈

株

豪 2

颯
昭 和 59年 昭 和 60 年

無 遮 光 遮 光 無 遮 光 遮   光

1 2 12 12 12
穂 首 分 化 期 3 35 099
幼 穂 形 成 1 75

0 52 050 040
注 再生期間 10日 :タ

昭 和 59 年 昭 和 60 年
無 遮 光 遮 光 無 速 光 遮 光

12 12 12

3110 32 2

幼 穂 形 成 期 367 37 3 39 6
穂 174 149
注 再生期間 10日 ,単位 :“
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①処理時期による再生は再生部乾物重,再生部草丈とも
穂首分化期≧幼穂形成期≫穂揃期と処理時期の早いものは

ど再生量が多かった。

②再生部乾物重と再生部草丈はほぼ同様の傾向を示した

が,遮光条件では,再生部乾物重では無遮光区が多かった

ものの,再生部草丈は遮光区の方がやや長かった。

③施肥量による違いは穂首分化期・幼穂形成期では施肥

量の多い方が再生量が多い傾向を示したが,穂揃期では逆
に施肥量の少ない区が再生量が大きくなった。

④再生量は再生期間10日 >5日であった (再生期間 5日
のデータは省略 )。 また,穂揃期処理では, 5日 間では調
査に十分な再生 (ひ こばえ )は認められなかった。

③ 59年と60年ともその傾向はほぼl・l―であったが,59年
の方が60年より再生量が多かった。

12)再生量と級数,登熟歩合

各生育ステージの再生部乾物重,再生部草丈と穂数,籾
数,登熟歩合,及び玄米千粒重との相関を検討したところ,
穂首分化期,幼穂形成期の再生部乾物重と籾数,及び穂揃
期の乾物重と登熟歩合との間に高い相関が認められた。再

生部草丈と籾数,登熟歩合とも相関の認められるものもあ
るが,その相関は乾物重に比較すると低かった。
1)穂首分化期,幼穂形成期再生量と籾数との関係

穂首分化期の再生部乾物重と籾数の間には相関が認めら

れたが (図 1),圃場の肥料むらのためか,幼穂形成期の
再生部乾物重よりその相関は低かった。幼穂形成期の再生

部乾物重と籾数との間には,59年,60年の無遮光区,遮光

区をすべてこみにした場合であっても高い相関を示した

(図 2)。 また,穂首分化期,幼穂形成期とも,再生期間
は 5日 より10日 の方が高い相関を示した。

21穂揃期再生量と登熟歩合との関係

穂揃期の再生部乾物重と登熟歩合との間にも,高い相関
が認められた (図 3)。 この場合も,再生部乾物重に関し
ては,日照条件や年次による変動が少なかった。しかし

,

再生部草丈と登熟歩合との相関は,年次によって正の相関
になったり,負の相関になったりし,その傾向は判然とし
なかった。

以上のように,水稲の再生量はl・l一品種であっても,生
育ステージ,栽培条件によってその傾向は大きく異なった。
穂首分化期.幼穂形成期の再生量と靭数との間にはかな
り高い相関関係が認められたことから,籾数の早期予測に
使用できるものと考えられた。穂揃期の再生量と登熟歩合

との惜1に も相関関係が認められたが,Ichiiら うの出穂後

40日間の再生量で登熟を推定する方法とは異なり,穂揃後
わずか10日 間で登熟を予測することから 登熟中～後期の
天候によっては予測精度が大きく低 ドすることも考えられ

るので,今後予測精度の安定性について検討を重ねる必要
があるものと考えられた。
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図 3 穂揃期再生部乾物重と登熟歩合の関係
(昭 59,60年 )
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